










































































設立。現 Martin & Co.），ギブスン社（1902年設立。現 Gibson Guitar Corporation），フェ


































































































































































































































































































































































1915‒1963』p-vine books　2011年（原書は，Robb Lawrence, The early years of the Les Paul Legacy 
1915-1963, Hal Leonard, 2008）p. vi
２ ただし，Steve WAKSMAN, Instruments of desire The Electric Guitars and the Shaping of Musical 




４ 撮影用ギターを貸し出したハリス（David Swartz, Norman Harris, Keith Lissale, Greg Morgan, 











８ 以下，マーチン社の動向にかんしては，おもに Richard Johnston, Dick Boak and Mike Longworth, 










12 ロブ・ローレンス前掲書 p. 52
13 レス・ポール監督『レスポールの伝説』（DVD）ポニーキャニオン
14 1951年にレス・ポールは，入院している友人のために，ギブスン社に金色の ES-175モデルを特注し，













1915‒1963』p-vine books 　2011年　p. 214
19 1958年の Gibson Gazette 上の告知文（ロブ・ローレンス前掲書 p. 214‒215) から引用。
20 渡辺眞「アメリカ初期の自動車広告とデザイン    どんな価値を広告するのか   」（『デザイン理論』
第34号　意匠学会編　1995年）
21 ハレルは，カスタム・カラーの塗料の型番と，それがどの自動車会社の車に使われていたかを，実地








か新しいもの，なにかちがうもの」を求め，ディトリックを雇った。（Gibson Guitars Ted  













27 注２に既述の Steve WAKSMAN, Instruments of desire から引用。本書のタイトルは，言うまでもな








（原書 As long as it’s pink は，1995年）p. 89，pp. 229‒241）。他方で，中田崇（前掲論文）が言うよ
うに，1850年代から1930年代までのアメリカン・ギターの発展史は，ヨーロッパでは子女のたしなみ
であったギターが，強い張力，大きな容積と音量の獲得に向かうという点で，男性主義の傾向をもつ。
とすれば，若年化，女性化を内包する1960年代の色彩化までの流れを，スパークの図式に重ね合わせ
ることも可能であろう。
29 前掲ペニー・スパーク『パステルカラーの罠』p. x
30 前掲ペニー・スパーク『パステルカラーの罠』p. 9
